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現
役
教
員
の
頃
、
山
形
大
学
工
学
部
大
学
院
の
外
部

評
価
委
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
工

学
部
長
・
研
究
科
長
が
、
現
学
長
小
山
清
人
教
授
で
し

た
。
小
山
教
授
は
、
高
分
子
物
性
を
活
か
し
米
粉
１
０

０
%
で
パ
ン
を
造
る
技
術
開
発
を
行
い
、
当
時
「
学
内

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

工
学
部
の
あ
る
米
沢
は
上
杉
鷹
山
で
有
名
で
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
１
８

７
８
年
（
明
治
11
年
）
に
訪
れ
、
こ
の
地
域
を
「
エ
デ

ン
の
園
」
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

バ
ー
ド
は
さ
ら
に
米
沢
を
「
実
り
豊
か
に
微
笑
す
る
大

地
で
あ
り
、…

（
人
々
は
）
圧
迫
の
な
い
自
由
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
圧
政
に
苦
し
む
ア
ジ
ア
で
は

珍
し
い
現
象
で
あ
る
」（※

）
と
し
て
、
人
々
の
自
立
性

や
勤
勉
さ
を
こ
と
に
強
調
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
米
沢

市
は
、
産
業
別
市
内
総
生
産
で
製
造
業
が
35
%
（
平
成

25
年
）
を
超
え
、
実
は
工
業
地
域
と
し
て
も
発
展
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
、
上
杉
鷹
山
以
来
「
自
立
」
を
尊
び
、

他
者
と
の
連
携
を
厭
わ
ず
地
域
発
展
を
目
指
し
た
、
こ

の
地
に
生
き
る
人
々
の
理
念
が
息
づ
い
て
い
る
と
、
私

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
世
界
で
初
め
て
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
P
C
を
完

成
さ
せ
た
ひ
と
つ
が
、
こ
こ
米
沢
だ
と
い
う
こ
と
は
案
外

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
目
下
、
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
レ

ノ
ボ
の
傘
下
に
あ
っ
て
、
世
界
最
軽
量
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

を
開
発
す
る
な
ど
、
革
新
の
精
神
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド（
岐
路
）に
立
っ
た
と
き
、

　
ひ
と
は
何
を
「
希
望
」
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

平
成
28
年
11
月
12
日
（
土
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第

５
会
議
室
で
、
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨

学
金
の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨
学
金
は
、

勉
学
に
努
力
し
た
２
年
生
以
上
の
成
績
優
秀
者
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
毎
年
教
授
会
で
授
与
者
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

　

授
与
式
に
は
、
廣
江
学
長
ほ
か
大
学
役
職
者
と
、
光

塩
会
か
ら
は
永
山
会
長
・
冨
永
副
会
長
・
原
澤
副
会
長
、

奨
学
金
授
与
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
学
長
か

ら
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
の
授
与
が
行
な
わ
れ
、
次
に

光
塩
会
会
長
か
ら
光
塩
会
奨
学
金
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

東
京
家
政
学
院
奨
学
金
・
光
塩
会
奨
学
金
授
与
式

学
長
　
　
廣
江
　
彰

　

N
E
C
米
沢
事
業
場
だ
っ
た
頃
、
私
が
工
場
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
聴
い
た
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
過
酷
な

競
争
に
加
え
て
景
気
変
動
の
あ
お
り
を
受
け
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
た
ち
は
進
路
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
米
沢
を
離

れ
東
京
の
本
社
に
転
籍
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、

そ
の
折
も
っ
と
学
び
、
い
ず
れ
世
界
最
先
端
の
技
術
を

持
っ
て
こ
の
米
沢
に
戻
ろ
う
、
と
誓
い
合
っ
た
そ
う
で

す
。
私
が
工
場
調
査
を
行
っ
た
際
の
驚
き
は
、
現
場
で

の
工
程
管
理
の
巧
み
さ
、
生
産
性
と
技
術
精
度
の
高
さ

で
し
た
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
私
た
ち
は
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と
き
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
と
い
う
単
純

な
ひ
と
つ
の
問
い
に
行
き
着
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

※

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
、
高
梨
健
吉
訳
『
日
本
奥
地
紀
行
』（
平

凡
社
、
２
１
８
ペ
ー
ジ
）
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生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
平
成
29
年
５
月
29
日
（
月
）

〜
６
月
23
日
（
金
）
の
期
間
、「
創
職
（
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
）

の
世
界
|
光
塩
会 

４
人
展
」
を
光

塩
会
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

光
塩
会
の
会
員
の
中
に
は
創
作
活
動

を
続
け
ら
れ
、
技
術
を
磨
い
て
多
く

の
作
品
を
制
作
さ
れ
て
い
る
方
々
が

い
ま
す
。
当
館
で
は
、
こ
の
た
び
展

示
室
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

本
学
裏
千
家
茶
道
部
の
今
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

京
都
で
開
催
さ
れ
た
裏
千
家
学
生
茶
道
研
究
会
に
て
、

茶
道
裏
千
家
千
宗
室
宗
匠
よ
り

直
筆
名
入
り
の
茶
掛
と
三
番
叟

の
香
合
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
初
お
披
露
目
が
、
12
月

４
日
（
日
）
千
代
田
三
番
町
キ
ャ

ン
パ
ス
K
V
A
会
館
内
茶
室
に

て
開
催
の
素
心
（
そ
し
ん
）
茶

会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
授
与
の
道
具
を
床
に
飾
り
、

伊
郷
宗
喜
師
、
門
下
の
師
範
、
茶
道
部
の

卒
業
生
、
他
大
学
茶
道
部
の
方
々
等
へ
、

茶
道
部
部
員
が
、
濃
茶
・
薄
茶
の
点
前
、

香
煎
等
で
お
も
て
な
し
を
い
た
し
ま
し
た
。

第
53
回
K
V
A
祭
開
催
し
ま
し
た

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
平
成
28
年
10
月
13
日
（
木
）、

元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松
尾
紀
子
氏
を
お
迎

え
し
て
「
テ
レ
ビ
局
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
〜
32
年
間

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
生
活
を
通
じ
て
〜
を
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
28

年
11
月
17
日
（
木
）、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン
ク
ロ
チ
ー

ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
本
学
卒
業
生
の
金
子
正
子
氏
を
お

迎
え
し「
指
導
者
の
役
割
」を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
・
教
職
員
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
公
開
講
座

茶
道
裏
千
家 

千
宗
室
家
元
よ
り
茶
掛
等
を
授
与

生
活
文
化
博
物
館

　
企
画
展
「
創
職(
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク)

の
世
界
」

し
た
。
引
き
続
き
、
学
長
、
光
塩
会
会
長
か
ら
、
祝
福

と
激
励
の
お
言
葉
が
あ
り
、
授
与
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

お笑い芸人司会のビンゴ大会の様子
ステージ裏にて

授与された茶掛を荘った
薄茶席にて香合 三番叟植物画　野瀬 真美作

熱心に講演される松尾講師

熱く語られる金子講師

バッグ　米山みどり作

し
ま
す
。
今
回
は
、
４
人
の
光
塩
会

会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。　

　

内
容
は
、
原
澤
久
子
氏
の
キ
ル
ト

作
品
、
野
瀬
真
美
氏
の
植
物
画
、
紺

野
奈
緒
美
氏
の
ニ
ー
ド
ル
フ
ェ
ル
ト

の
人
形
作
品
、
米
山
み
ど
り
氏
の
手

織
物
の
バ
ッ
グ
、
シ
ョ
ー
ル
な
ど
で

す
。
力
作
ば
か
り
を
集
め
ま
し
た
。

　

本
学
卒
業
生
の
活
動
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、
学
内
を
中
心
に
44
団
体
約
６
０

０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
ゼ
ミ
、
学
科
、

卒
業
生
な
ど
の
参
加
が
目

立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
俳
優
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
芸
人
の
ス
テ
ー
ジ
ラ

イ
ブ
も
盛
況
で
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
12
日

（
土
）
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
で
は
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の

観
覧
者
が
あ
り
、
子
ど
も
達
の
可
愛
ら
し
い
声
援
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、成
功
に
導
い
た
実
行
委
員
達
に
感
謝
し
ま
す
。
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生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
住
分
野
で
は
、
建
築
の
現
場
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
工
場
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
見

学
会
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
や
仕
事
の
現

場
を
重
視
す
る
「
現
場
百
回
」
の
考
え
方
で
す
。

　

10
月
６
日
（
木
）
に
、

株
式
会
社
フ
ジ
タ
が
施
工

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
現
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
分

野
の
学
生
30
名
程
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

最
近
は
建
築
業
界
挙
げ

て
、
女
性
を
採
用
す
る
動
き
が
盛
ん
で
す
。
現
場
で
も

監
督
、
監
督
補
助
、
重
機
の
運
転
手
、
職
人
に
至
る
ま
で
、

女
性
を
多
く
見
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

見
学
は
、
現
場
監
督
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
現
場

を
あ
ち
こ
ち
と
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
場
事
務
所

に
戻
り
、
女
性
の
施
工
管
理
技
士
か
ら
現
場
で
の
仕
事

の
こ
と
、
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と
、
ど
ん
な
時
間

割
で
仕
事
と
家
事
を
こ
な
し
て
い
る
か
な
ど
の
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
に
、「
生
活
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
の
授
業
で
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
E
S
建
設
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
横
浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
住
分
野
の
学
生
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

横
浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
本
学
の
卒
業
生
３
名
が

働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
２
名
が
ア
テ
ン
ド
し
、

商
品
説
明
や
就
活
の
話
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
担
当
の
方
か
ら
、
１
時
間
ほ
ど
、
企
業
や

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
現
場
見
学
会

現
代
家
政
学
科
・
ニ
チ
ベ
イ
㈱
と
の
産
学
連
携

「
デ
コ
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
今
年
も
開
催

内装現場にて、天井の配管類
の説明を受けている

卒業生から最新のキッチンの説明を聞く学生デコブラインド表彰式にて

就
活
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　

キ
ッ
チ
ン
の
説
明
で
は
、

電
機
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
や
工
夫
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
住
宅
設
備
の
勉

強
の
他
に
、
３
年
生
に
は
就

活
の
知
識
、
他
メ
ー
カ
ー
に
内
定
し
て
い
る
４
年
生
に
は

競
合
メ
ー
カ
ー
の
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
や
設
備
に
つ
い
て
、
女
性
の
生
き
方
、
就
活
に
つ

い
て
、
働
い
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
現
場
に
て
、
様
々
な
ご

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
達
に
は
大
変
た
め
に
な
る

見
学
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
代
家
政
学
科
の
授
業
「
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
演
習

A
」
に
お
い
て
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
の
ニ
チ
ベ
イ
㈱

と
産
学
連
携
事
業
「
デ
コ
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
最
優
秀
賞
と
し
て
、
渡
邉
七
海

さ
ん
「
夜
の
森
」、
優
秀
賞
と
し
て
大
石

彩
乃
さ
ん
「
無
事
か
え
る
」
と
関
伽
奈
恵

さ
ん
「
内
と
外
を
つ
な
ぐ
藤
棚
」
の
３
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は「
ニ
チ
ベ
イ
」や「
マ
イ
ナ
ビ
学

生
の
窓
口
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、業
界
紙
「
イ

ン
テ
リ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
」（
２
０

１
６
／
10
／
25
）
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
連
携
が
紡
ぐ
学
び
と
社
会
！

作品を手に全員で！

　

現
代
家
政
学
科
の
授
業
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
演

習
」
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ

ン
と
連
携
し
、
店
舗
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
ク
ッ
シ
ョ

ン
、
小
物
等
の
創
作
を
行
い
ま
し
た
。
本
社
を
訪
ね
企

業
理
念
を
学
び
、
対
象
と
す
る
店
舗
の

事
前
調
査
を
行
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
明

確
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
手
作
り
感
満

載
の
作
品
が
完
成
し
、
発
表
会
で
は
ス

タ
バ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
か
ら
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
皆
、
う
れ
し

そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
で
の
学
び
と
社
会
が
繋
が
っ
た

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
調
理
機
器
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
開
発

講評会の様子

　

現
代
家
政
学
科
３
年
生
対
象
の
授
業
「
食
生
活
演
習
」

に
お
い
て
、
タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
株
式
会
社
（
以
下
、「
タ
イ

ガ
ー
社
」
と
す
る
。）
と
の
企
業
連
携
を
行
い
ま
し
た
。
本

連
携
に
お
い
て
は
、
タ
イ
ガ
ー
社
が

製
造
販
売
し
て
い
る
「Tacook

（
タ

ク
ッ
ク
）」（
炊
飯
と
内
鍋
調
理
が
同

時
に
で
き
る
調
理
器
具
）
を
用
い
て
、

学
生
が
レ
シ
ピ
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
授
業
に
お
い
て
試
作
と
検
討
を

繰
り
返
し
、
完
成
し
た
レ
シ
ピ
を
タ

イ
ガ
ー
社
の
方
々
に
見
て
、
実
際
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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10
月
27
日
（
木
）、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト

に
て
本
学
主
催
・
西
武
信
用
金
庫
共
催
・
相
模
原
市
後
援「
東

京
家
政
学
院
大
学
地
域
交
流
会
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
西
武
信
用
金
庫 
高
橋
一

朗
常
勤
理
事
、
廣
江
彰
本
学
学
長
の

開
会
挨
拶
後
、「
自
治
体
の
試
み
か

ら
考
え
る
｜
多
摩
の
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
、
廣
江
彰
学
長
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
、
町
田
市
政
策
経
営
部
企
画

政
策
課 

村
上
和
久
担
当
課
長
、
八

王
子
市
都
市
戦
略
部
都
市
戦
略
課 

立
川
寛
之
課
長
、
西
武

信
用
金
庫 

高
橋
一
朗
常
勤
理
事
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
催
し
、
活
気
あ
る
議
論
の
場
で
有
意
義
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
携
事
例
発
表
に
お
い
て
は
、
本
学
で
取
り
組
ん
で
い

る
連
携
の
中
か
ら
「
電
子
回
路
ペ
ン
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
」、「
サ
ル
バ
チ
ア
を
用
い
た
レ
シ
ピ
開

発
」、「
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
モ
ー
ル
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」の
３
件
に
つ
い
て
、学
生
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
事
例
パ
ネ
ル
展
示
交
流
会
で
は
、
平
成
28

年
度
に
連
携
し
て
い
る
15
件
の
事
例
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も

に
地
域
連
携
を
通
じ
て
学
生
が
開
発
し
た
試
作
品
の
試
食

提
供
も
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
内

容
や
試
作
品
に
つ
い
て
、
参
加
さ
れ
た

自
治
体
・
企
業
・
団
体
の
方
々
へ
学
生

や
教
員
が
説
明
し
、
活
発
な
意
見
・
情

報
交
換
が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度 

東
京
家
政
学
院
大
学
公
開
講
座
は
、

別
表
の
と
お
り
開
講
さ
れ
、
好
評
の
う
ち
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
予
定
は
、
決
ま
り
次
第
順
次
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
「
公
開
講
座
」
に
つ
い
て

廣江学長 開会挨拶

盛況な事例パネル展示会

「
東
京
家
政
学
院
大
学
地
域
交
流
会
２
0
1
6
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

優勝・準優勝
「MJ48」・「チーム YOSHIDA」

　

12
月
11
日
（
日
）
に
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア

リ
ー
ナ
に
て
学
友
会
主
催
の

｢

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、強
豪
３
年
生「
M
J
48
」

と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
１
年
生
「
チ
ー
ム

YOSHIDA

」
の
対
戦
と
な
り
、
３

年
生
「
M
J
48
」
が
昨
年
準
優
勝

の
雪
辱
を
見
事
果
た
し
ま
し
た
。

　

優
勝
メ
ン
バ
ー
は
、
賞
品
の
浦
安
テ
ー
マ
パ
ー
ク
パ
ス

ポ
ー
ト
を
手
に
笑
顔
が
弾
け
ま
し
た
。

地
域
連
帯
・
研
究
千
代
田
三
番
町
セ
ン
タ
ー
主
催

　
「
料
理
講
座
」
に
つ
い
て

「お正月料理」（12月10日）

　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
地
域
連
携
・
研
究

千
代
田
三
番
町
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
料
理
講
座
」
が
平
成
28
年
９
月

24
日
（
土
）、
12
月
10
日
（
土
）、

平
成
29
年
３
月
４
日
（
土
）
に
冨

永
芳
枝
名
誉
教
授
と
綿
貫
仁
美
助

教
を
講
師
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

旬
の
食
材
を
用
い
た
調
理
実
習
は
、
食
材
を
無
駄
に
し

な
い
調
理
方
法
な
ど
も
学
べ
る
と
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、「
料
理
講
座
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

別表　平成 28 年度 東京家政学院大学 公開講座実施状況
開催
キャンパス

千
代
田
三
番
町

　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講 座 名 開 催 日 担 当 教 員

食品と加工（全 2回）
　　―味噌造り・豆腐―

6月 5日
9月 3日

10月 15日
11月 12日
12月 10日

10月 15日
22日
29日

林  一也  教授
綿貫 仁美  助教

蒲池 香津代 准教授
正地 里江 助手

伝統商品 （全 1回）
　　―発酵食品 3― 11月 26日

10月 15日

10月 22日

刺繍（全 3回）
　　―カットワーク―

特別支援教育を考える （全 1回）

工芸制作（全 3回）
－寄木を活かした小物づくり3－

いまさら聞けない介護保険
今すぐ使いたい介護保険（全 1回）

杉野 学 教授

高尾 純宏 准教授

西口 守 教授

11月 5日
19日

 障害のある子どもの理解
　　　　　　　　　 （全 2回） 土谷 良巳 教授
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現
在
、
現
代
生
活
学
部
は
、
現
代
家
政
学
科･

健
康
栄

養
学
科･

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科･

児
童
学
科･

人
間
福
祉
学

科
の
５
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
、
現
代
生
活
学
部
に
生
活
デ
ザ
イ

ン
学
科
の
食
生
活
デ
ザ
イ
ン
領
域
を
基
礎
と
し
て
、
栄
養

士
の
知
識
と
技
術
を
基
に｢
食
の
楽
し
さ
大
切
さ
を
伝
え

る
食
の
プ
ロ｣

を
育
成
す
る
「
食
物
学
科
」、
健
康
栄
養
学

科
を
基
礎
と
し
て
、
人
間
の
栄
養
の
基
礎
知
識
か
ら
、
臨

床
栄
養
や
食
育
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
管
理
栄
養
士
と
し
て
多
様
な
活
躍
が
求
め
ら
れ
る

分
野
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
力
を
育
成
す

る｢

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学
科｣

を
新
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
家
政
学
院
大
学
は
、「
現
代
生
活

学
部
（
現
代
家
政
学
科･

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科･

食
物
学
科

･

児
童
学
科
）」、「
人
間
栄
養
学
部
（
人
間
栄
養
学
科
）」

の
２
学
部
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

現
代
生
活
学
部
、
人
間
栄
養
学
部
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
K
V
A
精
神
を
糧
に
引
き
続
き
、
基
礎
力
と

応
用
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

※

食
物
学
科
、
人
間
栄
養
学
部
は
設
置
予
定
で
あ
り
、
計

画
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

新
し
い
東
京
家
政
学
院
大
学
は
じ
ま
る
。

＜お問合せ先＞

東京家政学院大学・大学院
〒194-0292
東京都町田市相原町2600番地
町田キャンパス 入試広報グループ
TEL.042-782-9411
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
E-mail  nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

平成30年度 東京家政学院大学 入試・オープンキャンパス日程

5月

6月

7月

8月

10月

12月

3月

14日(日)

11日（日）、18日(日)
6月18日は進学相談会として
開催（ローズ祭同時開催）

16日（日）

5日（土）、6日（日）

1日（日）

2日(土)

25日（日）

【千代田三番町キャンパス】

5月

6月

7月

8月

9月

11月

3月

7日(日)

4日（日）

23日（日）、30日(日)

20日（日）

16日（土）

11日（土）、12日（日）は
進学相談会として開催
（KVA祭同時開催）

25日(日）

【町田キャンパス】

◆オープンキャンパス日程

※1  出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※2  推薦入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。     
※3　スカラシップ入試、一般入試、センター試験利用入試の窓口受付は、千代田三番町・町田の両キャンパスで行う。
※4  私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
★日程は変更になる場合があります。詳細は大学案内、学生募集要項をご参照ください。

◆入試日程 

オープンキャンパス（大学紹介）の様子

オープンキャンパス（進学個別相談）の様子

－

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅰ期

Ⅱ期

－

A方式
Ⅰ期

A方式
Ⅱ期

B方式

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

9月  1日(金)～ 9月 8日(金)

9月  1日(金)～ 9月  8日(金)

10月  5日(木)～10月13日(金)

10月24日(火)～10月31日(火)

12月12日(火)～12月15日(金)

10月19日(木)～10月26日(木)
窓口受付：10月27日(金)※2  

11月16日(木)～11月24日(金)
窓口受付：11月27日(月)※2  

12月  1日(金)～12月  8日(金)
窓口受付：12月11日(月)※3  

1月  9日(火)～ 1月17日(水)
窓口受付：1月18日(木)※3  

1月  9日(火)～ 1月24日(水)
窓口受付：1月25日(木)※3  

1月　9日(火)～ 2月28日(水)
窓口受付：3月1日(木)※3  

1月16日(火)～ 2月  1日(木)
窓口受付：2月2日(金)※3  

1月16日(火)～ 2月15日(木)
窓口受付：2月16日(金)※3  

1月16日(火)～ 3月10日(土)
窓口受付：3月12日(月)※3  

8月24日(木)～ 9月  1日(金)

12月  5日(火)～12月14日(木)

7月18日(火)～ 7月28日(金)
窓口受付：上記期間中※4  

11月  8日(水)～11月24日(金)
窓口受付：上記期間中※4  

8月24日(木)～ 9月  1日(金)

12月  5日(火)～12月14日(木)

 9月15日(金)

 9月15日(金)

10月20日(金)

11月  9日(木)

 12月20日(水)

11月  9日(木)

12月  7日(木)

12月20日(水)

  2月  1日(木)

 2月  9日(金)

 3月  9日(金)

  2月  9日(金)

 2月23日(金)

 3月16日(金)

 9月19日(火)

 1月12日(金)

9月19日(火)

 1月12日(金)

9月19日(火)

 1月12日(金)

  9月27日(水)

  9月27日(水)

 10月30日(月)

 11月17日(金)

12月26日(火)

11月17日(金)

12月15日(金)

12月26日(火)

 2月  9日(金)

 2月20日(火)

 3月19日(月)

  2月20日(火)

 3月  5日(月)

 3月26日(月)

 9月27日(水)

 1月22日(月)

 9月27日(水)

 1月22日(月)

 9月27日(水)

 1月22日(月)

私費外国人 
留学生試験

編入学試験・
学士入学試験

推薦入試

スカラシップ入試

一般入試

センター試験
利用入試

特別選抜試験
社会人・海外帰国子女

ＡＯ入試
オープン
キャンパス
参加型

ＡＯ入試
課題型・
活動報告型

11月  4日(土)

12月  2日(土)

12月16日(土)

 1月27日(土)
 1月28日(日)

2月  6日(火)

 3月  8日(木)

別に定められた
出願前の
面談日

大学入試
センター試験
 1月13日(土)
 1月14日(日)

9月14日(木)

 1月  6日(土)  

 9月14日(木)

 1月  6日(土)

9月14日(木)

 1月  6日(土)  

入試種別 入学手続締切日日程 出願期間 ※1 試験日 合格発表日
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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
学
び
は
、
皆
さ
ん
が
社
会
人
と
し
て
自
立

す
る
準
備
と
し
て
、
幅
広
い
基
礎
知
識
を
も
と
に
、
多

様
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
能
力
を
み
に
つ
け
る
期
間

で
す
。　

学
長
　
大
島
　
愼
子

学
友
会
会
長
　
関
　
翔
太

　

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
の

創
立
者
で
あ
る
大
江
ス
ミ
先
生
の
教
育
理
念
で
あ
る
知

識
（Know

ledge

）
の
啓
発
、
技
術
（A

rt

）
の
錬
磨
、

徳
性
（Virtue

）
の
涵
養
を
継
承
し
、
こ
れ
ら
を
現
代
社

会
に
対
応
す
る
よ
う
に
発
信
し
て
い
ま
す
。　

　

す
な
わ
ち
、
国
際
教
養
を
基
礎
に
、
語
学
力
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
、
お
よ
び
そ
れ
を
生
活
に
応
用
す
る
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
力
を
習
得
し
、
社
会
に
役
立
て
る
意
欲
を
育
て

る
教
育
を
行
う
の
が
本
学
の
教
育
方
針
で
す
。　

　

本
学
で
は
、
教
室
か
ら
外
に
で
て
「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
」
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
活
動

が
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
す
で
に

13
年
目
に
入
り
、
自
治
体
や
企
業
等
の
協
力
団
体
は
１

０
０
社
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
学
生
は
自
分
の
適
性
や
社
会
の
課
題
を
見

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
可
能
性
を
見
出
す
よ
う
に
資
格
取
得

を
奨
励
し
て
お
り
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
実
務

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
自
分
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
目
標
を
た
て
、
自
分
に
何
が
出
来
る
か
を

知
る
こ
と
が
自
立
の
第
一
歩
で
す
。

　

社
会
に
お
け
る
自
立
は
、
健
康
で
あ
る
と
い
う
身
体
的

な
自
立
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分

で
決
め
て
責
任
を
と
る
精
神
的
な
自
立
が
あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
今
年
度
か
ら
学
生
食
堂
に
フ
ラ
ン
ス
家

庭
料
理
専
門
家
を
シ
ェ
フ
と
し
て
、
地
域
の
食
材
を
活

か
し
た
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
地
域
に
も
開
放

し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
健
康
の
も
と

で
あ
り
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
お
く
る
た
め
に
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
の
施
設
面
の
充
実
と
と
も
に
、
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
も
重
要
だ
か
ら
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
で
は
互
い
の
価
値
観
を
認

新
入
生
を
迎
え
て

　

平
成
29
年
１
月
18
日
の
学
生
総
会
に
於
い
て
承
認
を

受
け
、
筑
波
学
院
大
学
学
友
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た

関
翔
太
で
す
。
私
は
「
行
動
に
移
せ
な
い
自
分
」
を
変

え
る
た
め
、
入
学
後
す
ぐ
に
学
友
会
員
を
始
め
と
し
て

K
V
A
祭
実
行
委
員
、
O
C
P
学
生
ス
タ
ッ
フ
等
、
様
々

な
団
体
に
参
加
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
品
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
精
神
と
K
V
A
精
神
を
基
と
し
て
人
間
形
成

に
努
め
、
あ
わ
せ
て
筑
波
学
院
大
学
の
発
展
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
指
針
に
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方

が
行
っ
て
き
た
企
画
や
業
績
に
執
着
せ
ず
、
ど
ん
ど
ん

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年
度
も
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
協
力
し
、
サ
ー
ク
ル
や
同
好
会
が
よ
り
活
動
し
や

す
い
環
境
を
作
り
、
大
学
で
の
学
生
活
動
を
活
性
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
学
友
会
活
動
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
意
見
箱
を
活
用
し
、
誰
も
が

過
ご
し
や
す
く
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
大
学
を
作
り
ま
す
。

平
成
29
年
度 

学
友
会
会
長
挨
拶

〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL.029-858-4811（代表）
FAX.029-858-7388

URL http://www.tsukuba-g.ac.jp

め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
本
学
で
充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
し
、
国

際
的
な
視
野
を
も
ち
、
目
標
を
も
っ
て
社
会
に
巣
立
つ

よ
う
に
、
教
職
員
が
協
力
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。
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視線検出技術の優位点の説明

優秀賞受賞者の岡本琢実君と
筑波銀行頭取の藤川雅海様

学
友
会　

 
会　

長　
　

関 

翔
太

　
　

 　
　

副
会
長　
　

浦
壁
世
弥

　
　
　

 　

会　

計　
　

益
子
雄
太
郎
、
岩
間
優
斗
、

         　

   　
　
　
　

 
寺
門 

達
輝

　

 　
　
　

書　

記　
　

村
木
奈
緒
子
、
大
和
田
圭
吾
、

          　

    　

 　
　

 

柴
原 
友
奈

　
　

 　
　

広　

報　
　

小
野
博
樹
、
石
嶌
紅
葉　
　

　
　

 　
　

渉　

外　
　

藤
田
汐
奈
、
中
村
大
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

河
田
雅
之
、
中
尾
海
渡
、

　
　
　
　
　
　
　

  　

  

宗
田
天

　
　

 　
　

会
計
監
査　

中
崎 

凌
一

ク
ラ
ブ
連
合
会　

会　

長　
　

  

浦
壁　

世
弥

 　
　
　
　
　
　

  

副
会
長　
　

  

加
藤　

洸
輝

第
27
回
K
V
A
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

 　

 

委
員
長　
　

  

大
久
保 

駿

      　

 　
　

 　

副
委
員
長     

張
替 

紀
樹

平
成
29
年
度 

学
友
会
役
員
決
定

　

７
月
25
日
（
水
）
平
成
28
年
度
の
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
授
与
さ
れ
た
奨
学
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金

　

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生　

に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

受
賞
者　

経
営
情
報
学
科　

４
年　

長
峰　

あ
り
さ

　
　
　
　
　

経
営
情
報
学
科　

３
年　

岡
本　

琢
実

　
　
　
　
　

経
営
情
報
学
科　

２
年　

大
屋　

有
加

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
塩
会
奨
学
金

　

学
業
、
人
物
と
も
に
優
れ
、
か
つ
大
学
へ
の
貢
献
度
が

高
い
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者　
　

経
営
情
報
学
科　

４
年　

笹
川　

将
汰

　
　
　
　
　

経
営
情
報
学
科　

３
年　

古
川　

諒

■
光
塩
会
奨
学
金

　

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者　
　

経
営
情
報
学
科　

４
年　

栗
田　

澪

　

受
賞
学
生
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。」「
受
賞
を
励
み
に
今

後
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
奨
学
金
・
光
塩
会
奨
学
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
与
式

　

11
月
５
日
（
土
）
に
筑
波
銀
行
つ
く
ば
本
部
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
平
成
28
年
度
知
財
活
用
ア
イ
デ
ア
茨
城
県
大

会
」
に
本
学
か
ら
「
つ
く
ば
K
V
A
チ
ー
ム
」
が
参
加
し

優
秀
賞
（
県
２
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
位
は
茨
城
キ

リ
ス
ト
教
大
学
の
「
ま
よ
ね
ー
ず
」
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
つ
く
ば
K
V
A
チ
ー
ム
」
は
、
現
在
３
年
生
の
岡
本
琢

知
財
活
用
ア
イ
デ
ア
大
会
茨
城
県
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
を
受
賞
！

実
君
の
単
独
チ
ー
ム
で
す
。
本
学
チ
ー
ム
の
受
賞
は
昨
年

に
続
き
２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　
「
つ
く
ば
K
V
A
チ
ー
ム
」
は
、「
目
で
動
く
！
視
線
マ

ウ
ス
！Gaze Controller

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
商
品
提
案

を
し
ま
し
た
。
使
用
し
た
開
放
特
許
（※

１
）
は
、
富
士

通
株
式
会
社
の
視
線
検
出
技
術
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

富
士
通
株
式
会
社
の
視
線
検
出
技

術
は
、
赤
外
線
を
使
用
し
た
小
型

の
装
置
と
し
て
、
ま
た
安
価
な
電

子
回
路
で
実
現
で
き
、
検
出
精
度

が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

視
線
マ
ウ
ス
は
、
手
な
ど
に
障

が
い
を
抱
え
る
方
や
高
齢
者
が
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
機
器
を
自
由
に

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
な
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
提

供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
富
士
通
株
式
会
社
で
は
、
こ
の

特
許
の
応
用
製
品
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
用
装
置

や
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
の
視
線
の
動
き
の
解
析
の
た
め
の

装
置
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
視
線
マ
ウ
ス
は
全
く
違
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
こ
の
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
機
会
は
、
富
士
通
株
式
会
社
、
株
式
会
社
筑
波

銀
行
を
始
め
、
県
内
の
各
機
関
や
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力

や
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
優
秀
賞

を
受
賞
で
き
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（※

１
）
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

る
特
許
で
、
権
利
者
が
第
三
者
に
使

用
を
認
め
る
意
志
の
あ
る
特
許
の
こ

と
で
す
。
使
用
を
認
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
や
譲
渡

（
有
償
、
無
償
）
な
ど
の
手
続
き
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

高
藤
学
部
長

大
屋　

有
加

岡
本　

啄
実

長
峰　

あ
り
さ

栗
田　

澪

亀
田
学
生
委
員
長 

原
澤

光
塩
会
副
会
長

大
島
学
長

永
山

光
塩
会
会
長

古
川　

諒
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昨
年
11
月
20
日
、
本
学
の
学
生
有
志
が
、
イ
ラ
ク
で
難

民
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
日
本
イ
ラ
ク
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（JIM

-NET

、
鎌
田
實
代
表
）、
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
（UNHCR
）
駐
日
事
務
所
と
連
携
し
、

世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
難
民
問
題
に
つ
い
て
広
く

伝
え
る
た
め
「
筑
波
学
院
大
学
難
民
映
画
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
４
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、「UNHCR

難
民
映
画
祭
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
に

加
盟
す
る
と
と
も
に
、
半
年
に
も
及
ぶ
勉
強
会
、
準
備
、

制
作
期
間
を
経
て
、「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
子
供
た
ち
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
基
、
映
画
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
国
境
に
生
き
る
〜
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
小
さ
な

監
督
た
ち
〜
」
と
い
う
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
８
人
の

子
供
た
ち
が
監
督
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
知
っ
て

欲
し
い
と
自
ら
撮
影
し
た
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
の
上
映
、
学

生
た
ち
とJIM

-NET

佐
藤
事
務
局
長
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
難
民
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
と
ダ
ン
ス
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
３
部
構

成
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ダ
ン
ス
で
着
用
し

た
ド
レ
ス
は
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
廃
棄
さ
れ
た
テ
ン
ト

を
素
材
と
し
て
制
作
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴

で
す
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

学生パフォーマンスの様子

研修授業後に記念撮影

「
難
民
映
画
祭
」
開
催

　

12
月
６
日
〜
12
日
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
台
湾
新
竹
市

に
あ
る
協
定
校
、
中
華
大
学
に
て
短
期
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
と
中
華
大
学
は
２
０
０
６
年
に
協
定
を
結
ん

で
以
来
、
両
大
学
毎
年
10
名
前
後
の
学
生
が
短
期
交
換
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
過
去
最
大
の
23
名
の
学
生

が
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
両
大
学
の
交
流
開
始
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
研
修
期
間
中
、
大
島
学

長
が
表
敬
訪
問
を
し
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
て
両
大
学
の

交
流
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
た

中
華
大
学
短
期
研
修

は
、
学
生
向
け
に
実
施
し
た
「
難
民
の
イ
メ
ー
ジ
」、「
難

民
受
け
入
れ
に
対
す
る
賛
否
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
基
に
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が
ら
も
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
話
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。　

　

記
者
会
見
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
へ
の
イ
ベ
ン
ト
掲
載
、

Tw
itter

やFacebook

の
S
N
S
な
ど
、
様
々
な
手
段
を

駆
使
し
て
広
報
活
動
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、午
前
の
部
・

午
後
の
部
と
併
せ
て
１
２
０
名
近
い
方
に
入
場
頂
き
ま
し

た
。
学
生
ら
し
い
ト
ー
ク
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
参
加
者
か
ら
大
き
な

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
映
画
祭
を
通
し
て
、
国
際
協
力

N
G
O
、
国
連
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
、
卒
業
生
を
始
め
と
し

た
学
内
外
協
力
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
た
社
会
貢
献
の
追
及
な
ど
、
専

門
的
な
力
を
培
う
と
と
も
に
、
本
学
学
生
の
新
た
な
可
能

性
を
切
り
開
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
映
画
祭
は
10
社
を
超
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
掲

載
頂
き
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
海
外
渡
航
は
初
め
て
で
し
た
が
、
毎

年
夏
に
中
華
大
学
生
が
本
学
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、再
会
を
楽
し
み
に
す
る
な
ど
、不
安
よ
り
期
待
を
も
っ

て
研
修
に
参
加
す
る
学
生
ば
か
り
で
し
た
。
昨
夏
本
学
を

訪
れ
た
中
華
大
学
生
に
よ
る
、
台
北
の
空
港
で
の
出
迎
え

で
ス
タ
ー
ト
し
た
研
修
は
国
や
文
化
の
違
い
を
超
え
て
両

大
学
学
生
が
絆
を
深
め
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
授
業
で
は
、
本
学
研
修
生
が
中
華
大
学
で
日
本
語

を
専
攻
す
る
学
生
の
日
本
語
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
、

日
本
と
台
湾
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
日

本
文
化
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
華
大
学
生
向

け
に
行
う
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
語
学
習
を

始
め
た
ば
か
り
の
学
生
か
ら
上
級
学
生
ま
で
様
々
な
学
生

と
触
れ
合
う
た
め
、
日
本
語
の
使
い
方
や
ト
ピ
ッ
ク
に
毎

回
、
工
夫
が
必
要
と
な
り
、
言
葉
や
自
国
に
つ
い
て
も
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国

語
の
研
修
授
業
で
は
中
華

大
学
生
か
ら
中
国
語
を
学

ぶ
な
ど
し
、
交
流
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
放
課

後
は
中
華
大
学
生
の
案
内

で
の
市
内
見
学
や
、
週
末

に
は
台
北
を
訪
れ
る
な
ど

毎
日
30
名
近
く
の
中
華
大

学
生
と
行
動
を
共
に
し
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
研
修
最
終
日
に
は

両
大
学
の
学
生
が
涙
を
流

し
て
別
れ
を
惜
し
み
、
研
修
を
通
し
て
学
生
た
ち
は
絆
を

深
め
ま
し
た
。

　

次
回
は
夏
に
本
学
に
舞
台
を
移
し
て
学
生
交
流
が
行
わ

れ
ま
す
。
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平
成
28
年
11
月
９
日
、
ム

ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
学
ジ
ョ
グ

ジ
ャ
カ
ル
タ
校
の
教
授
７
名

が
来
日
し
、
筑
波
学
院
大
学

教
員
３
名
が
加
わ
り
、
第
一

回
国
際
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ム
ハ
ナ
デ
ィ
ヤ

大
学
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
あ
る
、

１
９
８
１
年
設
立
の
イ
ス
ラ

ム
系
の
私
立
大
学
で
、
サ
イ

エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

宗
教
学
の
分
野
で
力
を
入
れ

て
い
る
大
学
で
す
。

　

国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、

政
治
経
済
か
ら
文
化
交
流
に

お
よ
ぶ
両
国
の
交
流
に
関
し

て
や
、
自
衛
隊
や
南
シ
ナ
海

　

平
成
28
年
10
月
19
日
（
水
）
に
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に

て
開
催
さ
れ
た
『
２
０
１
６
筑
波
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
商

談
会
』
に
筑
波
学
院
大
学
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
：

C
om
m
unity D

esign 
Center

（
以
下
C
D
C
）」

と
し
て
出
展
し
、
大
学
が

持
つ
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
通

し
て
地
域
と
の
連
携
活
動

の
活
性
化
を
目
指
す

C
D
C
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

商
談
会
は
「
食
・
も
の

展示の様子
「紹介には3年生川澄さん（右）も参加」

パネルディスカッションの様子

発表の様子

「
2
0
1
6
筑
波
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
商
談
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
出
展

「
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

学生との意見交換の様子

　

昨
年
12
月
20
日
、
タ
イ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
タ
マ
サ
ー

ト
大
学
、
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
タ
イ
大

学
視
察
団
26
名
が
、
日
本
の
先
駆
的
な
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
体
験
学
習
）
の
視
察
と
し
て
、
本
学
の
オ
フ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
O
C
P
）
の
視
察
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　

タ
イ
の
大
学
で
も
、
２
０

０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

に
よ
る
津
波
災
害
や
貧
富
の

差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
大
学
が
社
会

貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
る
気

運
が
高
ま
り
、
学
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
授
業
の
一
環
と

し
て
地
域
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
地
域
を
学
び
の
場
と

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
今
回
の
視
察
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
島
学
長
よ
り
プ
ミ
ポ
ン
国
王
崩
御
へ
の
哀

悼
の
意
を
表
し
た
後
、
本
学
が
地
域
連
携
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
図
書
館
、
地
域
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
見
学
、
大
学
紹
介
、
O
C
P
紹

介
、
３
組
の
学
生
発
表
、
教
員
や
学
生
と
の
意
見
交
換
会
、

セ
グ
ウ
ェ
イ
試
乗
な
ど
、
丸
一
日
を
掛
け
て
、
多
様
な
視

点
か
ら
本
学
O
C
P
に
つ
い
て
視
察
を
し
て
頂
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
学
生
発
表
は
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
を
使
っ
た
近
隣
小
学

校
で
の
見
守
り
活
動
、
原
発
事
故
に
よ
り
福
島
県
な
ど
か

ら
茨
城
県
に
避
難
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
運
動
会
、
東
日

タ
イ
の
大
学
関
係
者
に
よ
る
O
C
P
視
察

本
大
震
災
に
よ
り
津
波
で
全
壊
し
た
宮
城
県
石
巻
市
の
神

社
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
奉
納
、
と

い
っ
た
、
日
本
で
の
社
会
的
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
学
生
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
活
動
が
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
質

問
が
及
び
、
卒
業
論
文
で
セ
グ
ウ
ェ
イ
で
の
観
光
ル
ー
ト

を
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
授
業
終
了
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
ラ
ジ
オ
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
音
響
編
集
技
術
に
活
き
て
い
る
点
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
受
け
入
れ
を
通
し
て
、
本
学
は
今
後
も
タ

イ
の
大
学
で
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
関
係
を
創
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
視
察
団
は
本
学
に
加
え
て
、
立
教
大
学
、
国
際

基
督
教
大
学
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

づ
く
り
・
海
外
展
開
・
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
販
路
拡
大

契
機
や
魅
力
発
信
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域

企
業
お
よ
び
北
関
東
全
域
の
経
済
活
性
化
、
地
域
振
興
支

援
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
参
加
企
業
・
団
体
数
６
３

０
社
、
来
場
者
数
２
，
７
０
０
名
、
商
談
件
数
９
０
０
件

に
の
ぼ
る
盛
況
な
商
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

C
D
C
か
ら
は
高
嶋
啓
准
教
授
、
堀
聖
司
助
教
が
参
加

し
、
茨
城
県
の
多
数
の
地
元
企
業
を
は
じ
め
、
北
関
東
全

域
の
企
業
、
自
治
体
や
教
育
・
研
究
機
関
と
も
積
極
的
に

交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
C
D
C
に
よ
る
活
動

の
発
展
・
多
様
化
に
期
待
で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
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展示ブースの前で

　
平
成
28
年
11
月
22
日
、
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
２
０
２
０
年
代
の
学
び
を
変
え
る
先
進
的

I
C
T
・
小
中
一
貫
教
育
研
究
大
会
」
が
行
わ
れ
、
山
島

一
浩
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
が
、
教
育
委
員
会
の
依
頼
を

受
け
、
授
業
で
使
用
し
て
い
るM

IT App Inventor 2
、

Nexus7

、LEGO
 EV3

な
ど
の
教
育
教
材
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

　
学
生
は
授
業
の
中
で
、こ
れ
ら
の
教
育
教
材
を
使
っ
て
、

身
近
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ソ
フ
ト
開
発
や
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
各
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

し
、
小
・
中
学
生
や
高
校
生
に
教

え
る
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の

教
育
課
程
を
教
育
工
学
会
で
発
表

す
る
者
も
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
究
会
で
は
、
参
加
さ

れ
た
小
中
学
校
の
先
生
や
教
育
を
支
援
し
て
い
る
大
学
の

先
生
、
企
業
の
方
々
か
ら
色
々
な
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
に

学
生
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。「
学
生
さ

ん
が
し
っ
か
り
答
え
て
く
れ
て
驚
き
ま
し
た
。」
な
ど
の

評
価
を
い
た
だ
き
、
出
展
し
た
学
生
に
と
っ
て
よ
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

「
２
０
２
０
年
代
の
学
び
を
変
え
る

先
進
的
I
C
T
・
小
中
一
貫
教
育
研
究
大
会
」
に
出
展

の
安
全
保
障
、
女
性
の
進
出
、
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
か
ら
災
害
救
助
に
い
た
る
ま
で
広
範
囲
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
一
般
来
場
者
の
市
民
や
学
生
か
ら
も
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、両
国
の
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（お問い合わせ先）

筑波学院大学
〒305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1

入試広報グループ
TEL.　029-858-4815　FAX. 029-858-7388

URL　https://www.tsukuba-g.ac.jp

E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp

平成30年度 筑波学院大学 入試日程等

■AO入試【セミナー型】
区分

1期

2期

セミナー開催日

7月17日（月・祝）

8月26日（土）

出願資格認定通知日

7月18日（火）

8月28日（月）

出願期間（消印有効）

7月19日（水）～8月1日（火）

8月29日（火）～9月15日（金）

本面談日

本面談はありません

本面談はありません

合格発表日

8月4日（金）

9月22日（金）

■AO入試【予備面談型/作品型】
区分

3期

4期

5期

6期

7期

本面談日

8月26日（土）

9月18日（月・祝）

11月12日（日）

2月20日（火）

3月19日（月）

合格発表日 

8月28日（月）

9月22日（金）

11月14日（火）

2月21日（水）

3月20日（火）

出願期間（消印有効）

8月1日（火）～ 8月21日（月）

8月28日（月）～ 9月11日（月）

10月23日（月）～ 11月6日（月）

1月29日（月）～ 2月13日（火）

2月26日（月）～ 3月12日（月）

■推薦入試
区分

A日程

B日程

出願期間（消印有効）

10月16日（月）～ 10月30日（月）

11月27日（月）～ 12月13日（水）

合格発表日

11月6日（月）

12月19日（火）

試験日

11月3日（金・祝）

12月17日（日）

■一般入試
試験日

2月4日（日）

3月5日（月）

合格発表日

2月6日（火）

3月6日（火）

出願期間（消印有効）

1月9日（火）～1月29日（月）

2月13日（火）～ 2月26日（月）

区分

A日程

B日程

■センター試験利用入試［大学入試センター試験日：1月14日（土）・15日（日）］ 
区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効）

1月15日（月）～ 2月2日（金）

2月13日（火）～ 2月23日（金）

2月26日（月）～ 3月9日（金）

合格発表日

2月13日（火）

3月6日（火）

3月20日（火）

試験日

本学独自の
学力審査は
ありません

■私費外国人留学生入試
区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効）

10月30日（月）～ 11月13日（月）

1月15日（月）～ 1月29日（月）

2月13日（火）～ 3月2日（金）

試験日

11月23日（木・祝）

2月13日（火）

3月13日（火）

合格発表日 

11月24日（金）

2月14日（水）

3月14日（水）

■社会人入試
出願期間（消印有効）

1月15日（月）～ 2月2日（金）

試験日

2月20日（火）

合格発表日 

2月21日（水）

4月23日（日）

5月28日（日）

6月25日（日）

7月17日（月・祝）

8月6日（日）

8月27日（日）

9月10日（日）

10月28日（土）
     　29日（日）

12月10日（日）

3月25日（日）

AOセミナー同時開催

　 

KVA祭同時開催

オープンキャンパス

1月21日（日）

2月25日（日）

入試相談会 大学案内

7月24日（月）

7月25日（火）

7月26日（水）

授業公開日
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〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL http://www.kasei-gakuin.ed.jp/

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO KASEIGAKUIN　JUNIOR　&　SENIOR　HIGH　SCHOOL

東京家政学院高等学校
第69回卒業生

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
中
学
生
は
六
年
間
、
高
校
生
は
三
年
間
、
こ
の

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ

合
唱
祭
実
行
委
員
長　

小
野 

真
里
菜 

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
平
成
29
年
１
月
27
日
練
馬
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
練
習
を
重

ね
て
、本
番
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

す
ば
ら
し
い
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
学
一
年
生
は
、
元
気
で
明
る
い
歌
声
を
、
中
学
二
年

生
は
、
去
年
よ
り
も
落
ち
着
き
が
あ
り
、
中
学
三
年
生
は
、

合
唱
祭
報
告

　

東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
第
69
回
卒
業
式
が
、
平
成
29
年

３
月
３
日
（
金
）、
大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
春
ら
し
い
暖
か
な
陽
差
し
の
中
、
98
名
の
卒

業
生
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
家
政
学
院
中
学
校
第
70
回
卒
業
式
が
、
同
年

３
月
22
日
（
水
）、
同
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式

校
長
　
　
長
尾
　
宏

家
政
学
院
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

合
格
通
知
を
受
け
取
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
皆
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
多
く
の
期
待
を
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
友
達
と
の
出
会
い
は
き
っ
と
皆
さ

ん
を
更
な
る
成
長
へ
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
学
院
の
教
育
目
標
は
、
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
進
学
先

に
進
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て

指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
学
力
で
す
ね
。
本
校
で
は
基
礎
学
力
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
論
理
的
思
考
に
裏
付
け
さ
れ
た
、

つ
ま
り
知
識
を
実
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
真

の
学
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
校

独
自
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

に
沿
っ
て
、
習
熟
度
別
授
業
、
補
習
、
講
習
と
徹
底
し
た

少
人
数
で
の
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
自
分
の
個
性
あ
る
い
は
特
性
を
最
大
限
に
活
か

せ
る
進
路
選
択
が
で
き
る
能
力
を
「
進
路
指
導
」
に
よ
っ

て
身
に
つ
け
ま
す
。
本
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は
「
自
分

を
知
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
結
果
と
し

て
後
悔
し
な
い
、
自
分
自
身
が
納
得
の
で
き
る
進
路
に
巣

立
っ
て
ゆ
け
る
の
で
す
。

　

最
後
は
、社
会
性
を
育
む
指
導
で
す
。
本
校
の
誇
る「
ラ

イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
よ
っ
て
、
社
会
人
と
し
て
必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
力
、
プ
レ
ゼ

ン
力
を
育
て
ま
す
。

　

在
学
中
に
こ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、生
き
る
力
（
学
力
・
人
間
力
）
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、

自
身
の
成
長
が
生
み
出
す
自
尊
の
心
（
自
分
を
好
き
で
い

ら
れ
る
、
大
切
に
思
え
る
、
誇
り
に
思
え
る
心
）
が
育
ま

れ
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
へ
と
成

長
で
き
る
の
で
す
。
学
校
生
活
全
般
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

の
中
に
ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
で
い
る
、沢
山
の
「
潜
在
能
力
」

を
私
た
ち
と
一
緒
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
中
学
最
高
学
年
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
歌
声
で
し
た
。高
校
一
年
生
は
、多
く
の
生
徒
に
と
っ

て
初
め
て
の
合
唱
祭
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
歌
う
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。
高
校
二
年
生
は
、
最
後
の
合
唱
祭
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
力
強
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
に
響
か

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
先
生
方
と
生
徒

全
員
で
A
K
B
48
の
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
を
歌
い
ま

し
た
。
困
難
に
立
ち
向
か
う
女
性
を
明
る
く
前
向
き
に
し
て

く
れ
る
曲
な
の
で
私
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
選
び
ま
し

た
。
会
場
も
盛
り
上
が
っ
て
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ご
き
げ
ん
よ
う
。
平
成
29
年
１
月
９
日
（
月
）、
大
江

ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
「
第
５
回
成
人
を
祝
う

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
生
約
70
名
が
、
美
し
い
晴

れ
着
姿
で
参
加
さ
れ
、
旧
友
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
は
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
企
画
さ
れ
、
よ
り
一
層
盛

り
上
が
る
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
づ
ま
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
の
方
々
、ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

皆さん、成人おめでとう！

　

２
０
１
７
年
度
入
学
合
格
先
は
、
２
月
27
日
現
在
、

次
の
と
お
り
で
す
。

成
人
を
祝
う
会

合
唱
祭
実
行
委
員
長　

小
野 

真
里
菜 

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
平
成
29
年
１
月
27
日
練
馬
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
練
習
を
重

ね
て
、本
番
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

す
ば
ら
し
い
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
学
一
年
生
は
、
元
気
で
明
る
い
歌
声
を
、
中
学
二
年

生
は
、
去
年
よ
り
も
落
ち
着
き
が
あ
り
、
中
学
三
年
生
は
、

進
路
報
告

2018年度入試（実施：2017年度）　東京家政学院中学・高等学校　校内説明会 予定

２１１１１１４１１４２３６７１１２３２１２１３

学
校
名

大 

学
青
山
学
院
大
学

跡
見
学
園
女
子
大
学

大
妻
女
子
大
学

学
習
院
女
子
大
学

神
奈
川
大
学 

鎌
倉
女
子
大
学

川
村
学
園
女
子
大
学

共
立
女
子
大
学

国
士
舘
大
学

実
践
女
子
大
学

十
文
字
学
園
女
子
大
学

城
西
大
学

上
智
大
学

女
子
栄
養
大
学

白
百
合
女
子
大
学

成
蹊
大
学

成
城
大
学

聖
心
女
子
大
学

清
泉
女
子
大
学

聖
徳
大
学

専
修
大
学

大
正
大
学

千
葉
工
業
大
学

中
央
大
学

帝
京
科
学
大
学

帝
京
平
成
大
学

東
京
医
療
保
健
大
学

東
京
家
政
学
院
大
学

東
京
工
芸
大
学

東
京
国
際
大
学

東
京
女
子
大
学

東
京
女
子
体
育
大
学

東
洋
大
学

二
松
學
舍
大
学

日
本
大
学

日
本
女
子
大
学

日
本
体
育
大
学

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

法
政
大
学

武
蔵
大
学

武
蔵
野
大
学

武
蔵
野
音
楽
大
学

明
治
大
学

目
白
大
学

立
教
大
学

麗
澤
大
学

　青
山
学
院
女
子
短
期
大
学

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

立
教
女
学
院
短
期
大
学

人
数

学
校
名

人
数

１２４２１１１１１２２１２２３３４１４７３１１１ 10

22

◆中 学 校
キャンパスツアー 説明会
4月22日（土）
6月3日（土）
9月9日（土）

10月21日（土）

11:00
11:00
11:00
11:00

4月29日
6月25日
7月30日
9月23日
11月4日
11月25日
12月23日
1月7日
1月13日
3月24日

（祝）
（日）
（日）
（祝）
（土）
（土）
（祝）
（日）
（土）
（土）

10：00
9：30
10：00
10：00
14：00
14：00
10：00
10：00
14：00
10：00

春のばらフェスタ（体験型）
クラブ体験（体験型）
夏休み特別スタディー
秋のばらフェスタ（体験型）
適性検査型対策 1
過去問題解説説明会
クリスマスイベント
適性検査型対策 2
入試直前対策説明会
ウェルカムイベント

◆中学校・高等学校 共通
9月14日（木）
10月8日（日）
10月9日（祝）
1月25日（木）

10：00～15：00
10：00～15：00
10：00～15：00
13：00～15：30

東京武道館
本 校
本 校
練馬文化センター

体育祭（常磐祭第一部）
文化祭（常磐祭第二部）入試相談実施
文化祭（常磐祭第二部）〃
合唱祭

4月16日（日）
11月14日（火）

8：00～17：00
11：00～12：30

中学校
中学校・高等学校

首都圏模試にて説明会
授業見学会（埼玉県民の日）

◆高等学校
キャンパスツアー 説明会
6月17日（土）
7月1日（土）
9月30日（土）
10月14日（土）
11月11日（土）
1月13日（土）

11:00
11:00
11:00
11:00
11:00
11:00

7月29日（土）
8月26日（土）
10月29日（日）
11月18日（土）
12月2日（土）
12月9日（土）
12月26日（火）

10：00
9：30
10：00
14：00
14：00
14：00
10：00

生徒会活動説明会
オープンスクール　
ばらフェスタ　
キャリア＆進路指導説明会
入試直前対策説明会
入試相談会（１）
入試相談会（２）　

（問い合わせ先）
東京家政学院中学校・高等学校
〒102-8341 東京都千代田区三番町22番地
TEL 03-3262-2256
FAX 03-3262-2223

短 

期 

大 

学

人
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
中
学
最
高
学
年
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
歌
声
で
し
た
。高
校
一
年
生
は
、多
く
の
生
徒
に
と
っ

て
初
め
て
の
合
唱
祭
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
歌
う
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。
高
校
二
年
生
は
、
最
後
の
合
唱
祭
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
力
強
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
に
響
か

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
先
生
方
と
生
徒

全
員
で
A
K
B
48
の
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
を
歌
い
ま

し
た
。
困
難
に
立
ち
向
か
う
女
性
を
明
る
く
前
向
き
に
し
て

く
れ
る
曲
な
の
で
私
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
選
び
ま
し

た
。
会
場
も
盛
り
上
が
っ
て
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
た
ち
の
学
院
の
花
、
薔
薇
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
む
中
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
入
生
の
皆
様
を
迎
え
、
創
立
１

０
０
周
年
に
向
け
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
べ
き
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

進
級
し
た
学
生
、
生
徒
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
修
成
果
を
基
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
院
生
活
を
実

現
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

世
界
の
人
が
家
族
と
し
て
協
力
し
て
い
く
地
球
社
会
の

大
切
さ
が
認
識
さ
れ
て
き
た
21
世
紀
で
す
が
、
い
ま
、

一
つ
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
学
院
の
創
設
者 

大
江
ス
ミ
先
生
は
、
１
１
５
年
前

に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
、
産
業
革
命
に
湧
く
欧
州
社

会
を
直
に
体
験
す
る
な
か
、
家
庭
の
大
切
さ
、
国
際
的

教
養
の
必
要
性
を
実
感
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
帰
国
後
、

女
子
教
育
を
重
ね
ら
れ
た
上
で
、
是
非
と
も
自
身
の
理

想
と
す
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
の
情
熱
か
ら
、

東
京
家
政
学
院
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
複
雑
に
変
化
す

る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
大
江
先
生
の
理
想
は
い
っ
そ

う
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
、
大
江
先
生
の
示
さ
れ
た
建
学
の
精
神
（
生
活

の
基
本
と
な
る
知
と
技
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
正
し
く

活
か
す
徳
を
備
え
た
家
庭
人
・
社
会
人
を
育
て
る
）＝
大

江
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
復
活
を
目
指
す
『
新
Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ

ン
ス
計
画
』
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
院
の
伝
統
を
現
在

に
、
そ
し
て
未
来
に
活
か
す
取
組
み
を
、
皆
様
と
共
に

新
年
度
を
迎
え
て

　
〜
い
ま
こ
そ
大
江
先
生
の
理
想
を
活
か
す
と
き
〜

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge
Virtue
Art

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

果
敢
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
入
生
、
在
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
人
生
で
最
も
輝
く

時
期
で
あ
り
、
変
化
し
悩
む
時
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
が
互
い
に
協
力
し
、
ま
た
、
同
窓
生
、
教
職
員
が
未

来
に
羽
ば
た
く
学
生
・
生
徒
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
と
共
に
在
る
学
院
と
し
て
、
社
会
に

貢
献
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

東京家政学院　創立100周年記念募金要項（抜粋）

■ 寄附期間 ： 平成 27 年 6 月～平成 32 年 5 月末日
■ 寄付金額 ： 個人一口 3 千円
■ 申込み方法：申込書を募金事務局までお送りください。 
■ 振込み方法：①「みずほ銀行」又は「ゆうちょ銀行」のうち、ご都合の良い金融機
　 関へお振込みください。※振込手数料はご本人様の負担でお願い申し上げます。
　 ②千代田三番校舎の窓口にて現金によるご入金をお受けいたしております。

■ 税制上の優遇処置：税制上の優遇処置を受けることができます。

★募金にご協力いただける方は、募金事務局までご連絡くださいますようお願い申し
上げます。

学校法人東京家政学院　募金事務局　TEL：03-3262-2242　
〒102-8341 東京都千代田区三番町22番

＜問合せ先＞　

ゆうちょ銀行
記号番号　00150-7-568617

みずほ銀行（0001）
麹町支店（021）普通預金　1216980

受 取 人 :  東京家政学院創立 100 周年記念募金
　　　　   ﾄ ｳ ｷ ｮ ｳ ｶ ｾ ｲ ｶ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｿｳﾘﾂﾋｬｸｼｭｳﾈﾝｷﾈﾝﾎﾞｷﾝ
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御
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
さ
ま
の
御
入
学
を
会
員
一
同
、
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　
光
塩
会
は
、
学
院
で
学
ば
れ
た
方
々
の
同
窓
会
で
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
は
、
現
在
、
約
五
万
人
、
全
国
各
地

で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
光
塩
会
は
、
皆
さ
ま
と
卒
業
生
と
が
縦
横
の

絆
と
し
て
連
帯
し
、
固
く
結
ば
れ
る
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

光
塩
会
の
諸
活
動
に
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
是
非

御
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。
友
情
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
、
皆
さ
ま
の
新
し
い
生
活
の
始
ま
り
に
、
会
員

一
同
、
心
か
ら
声
援
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
は
、
何
事
に
も
興
味
を
抱
き
、
始
め
た
い
こ

と
、
変
り
た
い
こ
と
、
思
い
悩
む
こ
と
な
ど
多
々
あ
る

と
存
じ
ま
す
が
、
毎
日
の
「
心
の
旅
」
は
、
新
し
い
も

の
の
発
見
と
感
動
を
味
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
四
年
間
の
学
院
生
活
が
、
皆
さ
ま
の
未
来
を
創
り
出

す
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ま
へ光

塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

　
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
よ
う
こ
そ
東
京
家
政
学
院
へ
。

　
あ
づ
ま
会
は
、
東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
の
同
窓
会

で
す
。

　「
あ
づ
ま
会
」
と
い
う
名
は
、「
東
か
ら
太
陽
が
昇
る
」

と
い
う
言
葉
に
会
の
発
展
を
託
し
、
初
代
会
長
の
大
江

ス
ミ
先
生
が
命
名
な
さ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
る
の
は
常
磐
祭
で
す
。

　
体
育
祭
で
は
元
気
な
競
技
姿
を
応
援
し
、
高
校
三
年
生

の
群
舞
に
当
時
を
思
い
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
文
化
祭
で
は
、
あ
づ
ま
会
の
お
部
屋
を
つ
く
り
、
大

先
輩
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
は
、

卒
業
生
の
作
品
展
示
も
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
活
動
の
紹
介

　
＊
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
＊
「
あ
づ
ま
だ
よ
り
」
の
発
行

　
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信

　
＊
奨
学
金
給
付

　
＊
校
章
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
あ
づ
リ
ー
ヌ
の
コ
ン
　
　
　

　
　
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
の
販
売

　
＊
常
磐
祭
の
参
加

　
＊
成
人
を
祝
う
会
の
後
援

新
入
生
に
向
け
て

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

　東京家政学院創立 100 周年記念募金へ
のご協力に、厚く御礼申し上げます。ご
寄付いただきました皆様への感謝の意を
込めまして、ここにご芳名をあげさせて
いただきます。[平成 28年 8月～平成28年 12月分 ]

明石 真由子　　 沖吉 和祐　　　 込山 弥彦
小谷野 優子　　 齊藤 知恵子　　 佐藤 和昭
佐藤 富士子　 　佐原 成夫　　　 城田 直子　
鈴木  茂　　 　 田中 美智子　　 遠井 郁雄     
野口 典子　 　　半谷 玲子　　　 渡辺　 徹   
　　　　　　　　　　　　　（敬称略・五十音順） 
ほか匿名希望の寄付者４名。

学校法人東京家政学院
創立１００周年記念募金

寄付者御芳名
　「短大・学部の卒業生ホームカミングディ」を、今
回は千代田三番町キャンパスで開催のローズ祭に合
わせて実施することにいたしました。
　靖国通り沿いの風景も変わりました。皆様のご身
辺にも様々な移り変わりがおありかと思います。
　ご退職の先生方にもお声がけいたしておりますの
で、どうぞお誘い合わせて、ご都合の良い時間にお
気軽にお越しくださいませ。

「短大・学部の卒業生ホームカミングディ」を開催

日　時 : 平成 29 年 6 月 18 日（日）
　　  　　　　　11:00 ～ 15:00（ローズ祭開催日）
場　所 : 千代田三番町キャンパス 1 号館 1508 教室
連絡先 : 光塩会会員部（担当 冨永・西村）
　　　　［光塩会事務局 03-3265-3646］
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栄養課全員の写真（中列一番左が板坂さん）

東
京
家
政
学
院
大
学
　
現
代
生
活
学
部
　
健
康
栄
養
学
科
　
卒
業

板
坂
　
菜
美

働
き
の
な
か
で
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社
会
の
な
か
で

　

平
成
26
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
現
在

武
蔵
野
市
に
あ
る
病
院
で
管
理
栄
養
士

と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

職
務
内
容
と
し
て
は
、
外
来
栄
養
相

談
や
担
当
病
棟
の
栄
養
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
病
棟
で
の
業
務
は
、
患
者
さ

ん
に
適
し
た
食
種
へ
の
変
更
、
栄
養
管

理
、
退
院
前
の
栄
養
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
呼
吸
器
科
病
棟
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
高
齢
で
体

格
も
や
せ
型
の
方
が
多
く
、
栄
養
管
理

が
必
要
な
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
普

段
の
生
活
背
景
や
食
生
活
の
聞
き
取
り

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
食
事

の
形
態
が
合
わ
な
い
と
誤
嚥
の
リ
ス
ク

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
食
事
の
用
意
を
ご
本
人
が
す
る
の

か
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

の
か
な
ど
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
聞

き
取
り
で
得
ら
れ
た
情
報
を
入
院
中
の

食
形
態
や
退
院
時
の
栄
養
相
談
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

　

働
い
て
い
て
思
う
こ
と
は
、
患
者
さ

ん
が
話
し
や
す
い
空
気
感
を
作
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
日
、

患
者
さ
ん
と
お
話
し
て
い
て
、「
栄
養
士

さ
ん
に
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
。
」
と

一
言
つ
ぶ
や
か
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
気
に
せ
ず
に
話
し
て
く
だ

さ
い
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一

言
を
言
わ
な
い
で
思
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
も
い
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
患
者
さ
ん
か
ら

話
を
聞
く
に
し
て
も
、
外
来
で
栄
養
相

談
を
行
う
に
し
て
も
、
ご
本
人
の
思
う

本
当
の
気
持
ち
や
生
活
背
景
を
聞
け
な

け
れ
ば
適
切
な
指
導
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も

患
者
さ
ん
の
話

し
や
す
い
空
気

感
を
作
り
、
寄

り
添
っ
た
対
応

が
で
き
る
よ
う

に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

　

生
活
保
護
制
度
の
運
用
に
従
事
す
る

職
員
の｢

事
件｣

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

小
田
原
市
で
は
、｢

保
護
な
め
ん
な｣

｢

ク
ズ｣

等
と
書
い
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

て
家
庭
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の

１
月
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１

９
９
３
年
に
は
江
戸
川
区
の
福
祉
事
務

所
で
、｢

カ
ネ
が
な
い
そ
れ
が
ど
う
し

た
こ
こ
来
ん
な｣

等
の
福
祉
川
柳
を
作

り
、
生
活
保
護
制
度
の
利
用
者
を
揶
揄

し
た
と
し
て
指
弾
を
浴
び
ま
し
た
。
そ

れ
を
直
接
的
な
契
機
に
、
僕
は
生
活
保

護
制
度
の
運
用
に
従
事
す
る
仕
事
を
辞

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
は
、
鎌
倉
市
で
段

ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
て
窓
口
を
閉
じ
た

り
、
今
年
２
月
に
は
、
山
形
市
で
40
代

の
男
性
係
長
が
、
市
内
の
飲
食
店
で
生

活
保
護
を
利
用
す
る
40
代
の
女
性
に
抱

き
付
い
た
り
キ
ス
し
た
り
し
た
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
何
故
、
こ
う
し
た｢

事

件｣
が
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

日
本
の
生
活
保
護
制
度
で
は
担
当
者

が
①
生
活
保
護
の
決
定･

金
銭
給
付
、

②｢

自
立
助
長
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク｣

、
③
不

正
受
給
の
防
止･
罰
則
適
用
等
を
、
一

手
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
等
で
は
、
こ
れ
ら
の
①･

②･

③
の

業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の

担
当
と
し
て
、
極
力
、
権
限
の
集
中
を

防
ぐ
工
夫
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
生
活
保
護
制
度
が
、
そ
の
運

用
に
従
事
す
る
職
員
に｢

裁
量｣

権
限
を

集
中
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
全
国
各
地

の
生
活
保
護
制
度
運
用
の
現
場
の
引
き

起
こ
す
、
看
過
で
き
な
い｢

事
件｣

の
背

景
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の｢

事
件｣

の
背
景
に

は
、
生
活
保
護
制
度
の
持
つ
構
造
的
な

背
景
が
、
原
因
と
し
て
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
で
は
生
活
保
護
制
度

の
運
用
に
従
事
す
る
こ
と
を
職
員
が
嫌

い
、
平
均
在
職
年
数
は
３
年
以
下
で

す
。
生
存
権
保
障
を
担
う
と
い
う
大
切

な
業
務
を
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い

状
況
下
で
、
職
員
に
大
き
な｢

裁
量｣

権

限
を
与
え
る
制
度
構
造
を
、
生
活
保
護

法
の
施
行
か
ら
66
年
以
上
が
経
過
す
る

現
在
、
本
格
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
、

な
る
べ
く｢

裁
量｣

権
限
を
集
中
さ
せ
な

い
制
度
構
造
へ
と
意
識
的
に
変
え
て

い
く
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
福
祉
学
科
　
木
本
　
明
　
研
究
室

東
京
家
政
学
院
大
学

研究室
紹介54

氏
名
　
板
坂
菜
美（
い
た
さ
か
　
な
み
）

平
成
26
年
3
月
　
東
京
家
政
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
現
代
生
活
学
部

　
　
　
　
　
　
　
健
康
栄
養
学
科
　
卒
業

平
成
26
年
4
月
　
日
本
赤
十
字
社

　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
入
職

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

｜
生
活
保
護
制
度
と

　
　

そ
の
運
用
に
つ
い
て
考
え
る

｜
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